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よりよい診療支援 

業務改善 

血液データ 

システム 



FileMaker活用 
1.血液データ管理 
2.患者データベース（病歴 家庭環境etc…） 

3.バスキュラーアクセス管理（PTA実施記録） 
4.透析機器管理 
5.業務日誌 

 

新規追加項目 
 

6.透析液濃度＆水質管理 
7.胸部X線管理（画像 CTR） 



ネットワーク構成 
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透析液濃度&水質管理 

●従来 
  Excelファイルへ入力していた 
 
 
●FileMakerによる管理へ変更 
  各項目・時系列別などで閲覧可能 
  管理が容易となった 



透析液濃度管理 



水質管理 



胸部X線画像・CTR管理 

●従来（感光フィルム使用時） 
  胸部X線撮影、CTR測定後 
  患者にフィルムを用いて説明 
 
●デジタル画像へ移行 
  紙へプリントアウト・患者説明 

⇒視認性悪化 
  印刷の手間・業務煩雑化 



iPadでの胸部X線画像・CTR管理 



結果 

FileMaker、iPad による情報管理を取り入れた事により 

 

     ・コスト削減 

     ・煩雑業務の簡略化 

 

      ⇒業務改善を達成できた 



考察 

データベースソフトとモバイル端末による情報管理は 

病院全体での情報共有化の拡大に貢献し 

よりよい診療支援・業務改善に繋がる 

 



 



 



File構成 

MIT患者Master file 

MIT透析 file MITﾃﾞｰﾀ file 

System Host 

MIT薬剤管理 file 

●MIT患者
Master file 

・診療情報管理ｼｽﾃﾑと連動 

・患者属性（ID・氏名・生年月日・・・など）を 

 地域連携室にて管理し患者基本情報を共有 

●MIT透析 
file 

・透析管理ｼｽﾃﾑのMain file 

・MIT患者Master file ・ MITﾃﾞｰﾀ file内の情報の 

 表示・変更を行う 

●MITﾃﾞｰﾀ file ・血液検査ﾃﾞｰﾀの保存用file 

・ﾃﾞｰﾀのimportは検査ｼｽﾃﾑよりCSV fileを 

 利用して行なう 

・ﾃﾞｰﾀの編集は行わない 

●MIT薬剤管理 file ・処方履歴の保存 

・薬品ﾘｽﾄの管理 

・薬剤日にて管理し薬剤情報を共有 



システムの概要 

File構成 

検査室 

透析室 

System Host 

System client 

Tablet client 

医事課 

Main server 

Mirroring backup  

• MIT患者Master file 

• MIT透析 file • MITﾃﾞｰﾀ file 

• System Host 

• MIT薬剤管理 file 

• MIT患者
Master file 

• ・診療情報管理ｼｽﾃﾑと連動 

• ・患者属性（ID・氏名・生年月日・・・など）を 

•  地域連携室にて管理し患者基本情報を共有 

• MIT透析 file 

• ・透析管理ｼｽﾃﾑのMain file 

• ・MIT患者Master file ・ MITﾃﾞｰﾀ file内の情報の表示・変更 

•  を行う 

• MITﾃﾞｰﾀ file 

• ・血液検査ﾃﾞｰﾀの保存用file 

• ・ﾃﾞｰﾀのimportは検査ｼｽﾃﾑよりCSV fileを利用して行なう 

•  を一括取り込み 

• ・ﾃﾞｰﾀの編集は行わない 

• MIT薬剤管理 file 

• ・処方履歴の保存 

• ・薬品ﾘｽﾄの管理 

• ・薬剤日にて管理し薬剤情報を共有 


